
プレスリリース 

全国医学部長病院長会議（AJMC）が「令和 6年度大学病院の経営状況」を公表 

〇 概略 

全国医学部長病院長会議では、国立大学病院、公立大学病院、私立大学病院の

経営状況の推移について、これまでに調査した結果をもとに整理した。 

各大学病院の経営は、これまで以上に厳しい状況になっており、特に物価高騰お

よび賃上げへの対応に伴い経営状況は悪化し、大学病院本来の機能を維持してい

くことが困難な状況に陥っており、さらにこのままでは病院閉鎖による地域医療

崩壊となり国民の健康や福祉に影響が出る恐れがある。 

このような状況を改善するため、国（厚労省は診療、文科省は教育・研究）におい

ては、緊急に財政支援を行うよう要望する。 

令和 6年度の全国の大学病院の経常利益の集計結果 

全国の大学病院で ▲５０8億円 

【内訳】 

国立大学病院（４２病院） 経常利益  ▲286億円 

公立大学病院（ ８病院） 経常利益  ▲  ９１億円 

私立大学病院（３１病院） 経常利益  ▲ １３１億円 

〇 掲載場所：https://ajmc.jp/ 

一般社団法人全国医学部長病院長会議（AJMC）は全国の国立私立大学の医学部長（医

科大学長）、大学病院長を会員とする唯一の団体です。 

医育機関共通の教育、研究、診療の諸問題、これに関連する重要事項について協議し、

相互の理解を深めるとともに意見の統一をはかり、わが国における医学並びに医療の改

善向上に資するために活動を行っており、その時代のニーズに迅速に対応するために 16

委員会、６WGを立ち上げています。 

一般社団法人 全国医学部長病院長会議（AJMC） 

（担当：横山、廣田） 
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